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は
じ
め
に
戦
い
に
威
力
を
発
揮
す
る
馬
と
弓
、
そ
れ
に
シ
ン
ボ
ル
の
役
割
を
も
担
う
刀
剣
や
甲
冑
に
寄
せ
る
武
人
の
想
い
は
、
中
世
の
新
し
い
教
養
と
し
て
定
着
し
た
。
本
稿
で
は
主
に
、『
新
札
往
来』
と
『
尺
素
往
来』
(
お
の
お
の
『
新
札』
『
尺
素』
と
略
称
、
引
用
は
教
科
書
大
系
本
に
依
拠
し
修
正
を
加
え
た)
の
所
収
語
句
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
室
町
時
代
初
期
の
情
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
足
利
義
満
、
二
条
良
基
に
代
表
さ
れ
る
こ
の
時
代
は
、
武
家
が
、
永
い
伝
統
を
育
ん
で
き
た
公
家
の
教
養
を
取
り
込
み
つ
つ
新
時
代
の
為
政
者
と
し
て
の
内
実
を
整
え
る
時
代
で
あ
る
。
公
家
と
武
家
の
教
養
は
混
じ
り
合
い
、
渾
然
一
体
と
な
っ
て
引
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
さ
て
、『
新
札』
の
成
立
は
、
貞
治
六
年
(
一
三
六
七)
以
前
、
貞
治
三
年
(
一
三
六
四)
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
素
眼
は
金
蓮
寺
に
止
住
す
る
時
宗
の
僧
で
あ
る
。
著
名
な
書
家
で
も
あ
っ
た
彼
は
、
少
人
の
稽
古
用
と
し
て
『
釈
氏
往
来』
を
書
き
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
(
龍
門
文
庫
本
奥
書)
、
こ
の
『
新
札』
を
少
な
く
と
も
三
回
書
写
し
て
少
人
に
与
え
て
い
る
。
自
ら
幼
童
の
教
育
に
資
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
筆
し
た
と
さ
れ
る
『
尺
素』
と
比
較
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
馬
や
刀
剣
に
関
す
る
時
代
の
基
礎
教
養
と
目
さ
れ
た
内
容
を
具
体
化
す
る
。
『
新
札』
の
内
容
構
成
は
、
前
半
部
が
、
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
季
節
の
行
事
を
順
馬
と
刀
剣
の
故
実
―
古
往
来
か
ら
見
る
中
世
の
教
養
―
三
保
サ
ト
子
(
総
合
文
化
学
科)
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三保サト子：馬と刀剣の故実
を
追
っ
て
配
列
し
た
も
の
で
あ
っ
た
(
注
１)
。
後
半
部
に
は
、
主
要
な
知
識
内
容
を
項
目
別
に
挙
げ
て
い
る
。
後
半
部
冒
頭
は
｢
御
進
発
之
由
、
承
候
之
際｣
の
文
言
で
始
ま
る
。
こ
の
｢
進
発｣
が
特
定
の
も
の
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
は
、
一
般
的
な
｢
出
陣｣
の
意
と
見
て
お
く
。
こ
の
部
分
【
表
１
―
(
１)
】
は
、
誰
彼
の
出
陣
を
耳
に
し
た
記
者
(
本
状
の
差
出
人
に
相
当
す
る
者)
が
慣
例
に
従
っ
て
馬
を
贈
る
、
と
い
う
想
定
で
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
馬
の
故
実
が
盛
り
込
ま
れ
、
弓
や
鎧
甲
の
細
工
、
刀
鍛
冶
の
歴
史
へ
と
連
な
っ
て
い
く
。
以
下
に
は
、『
新
札』
該
当
部
分
を
『
尺
素』
の
そ
れ
と
対
照
さ
せ
て
一
覧
表
で
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
『
異
制
庭
訓
往
来』
(
『
異
庭』
と
略
称
す
る)
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
項
目
ご
と
に
詳
細
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
(
一)
馬
に
つ
い
て
の
教
養
〈
１
〉
馬
進
上
の
故
実
進
上
す
る
馬
は
｢
蟷 タウラウ｣
で
あ
り
、｢
片
飼
之
駒｣
と
謙
遜
さ
れ
、
御
用
に
立
ち
が
た
い
と
は
思
う
が
、
し
ば
ら
く
厩
に
入
れ
て
様
子
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
葉
を
添
え
る
の
が
、
こ
う
し
た
場
合
の
慣
用
表
現
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
馬
は
、
ま
だ
十
分
馴
れ
て
い
な
く
て
役
に
立
た
な
い
恐
れ
が
あ
る
が
、
名
馬
を
産
す
る
田
鎖
の
本
牧
、
須
弥
足
井
辺
の
産
で
あ
り
、｢
肢
爪｣
｢
地
拘｣
｢
所
替｣
｢
尾
持｣
等
に
優
れ
た
資
質
を
持
つ
馬
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
表
現
が
分
明
で
な
い
。『
尺
素』
に
お
い
て
は
二
〇
疋
を
進
上
し
、
う
ち
両
三
疋
が
多
久
佐
里
之
本
牧
の
産
で
あ
る
と
す
る
。
さ
て
、
馬
の
進
上
を
示
す
折
紙
に
は
、
毛
付
と
馬
印
を
記
載
す
る
の
が
書
礼
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
細
馬
の
産
地
と
し
て
著
名
な
彦
間
・
田
鎖
・
須
彌
盥
な
ど
の
牧
の
名
を
書
き
添
え
る
。
こ
れ
を
下
金
(
お
ろ
し
が
ね)
と
呼
ぶ
(
国
史
大
辞
典)
。
往
来
に
収
め
る
｢
鹿
毛
駮
・
黄
鴾
毛
・
柑
子
栗
毛
・
赤
佐
目
・
雲
雀
毛
・
背
筋
通
之
河
原
毛
・
青
黒
・
額
白
・
連
銭
葦
毛｣
【
表
１
―
(
２)
】
は
毛
付
の
種
類
で
あ
り
、｢
鹿
笛
・
飛
雀
・
小
雀
・
羽
折
雀
・
庵
下
二
・
遠
雁
・
引
両
丸
・
有
文
字
・
文
之
字
・
大
小
輪
違｣
【
表
１
―
(
３)
】
は
焼
金
、
馬
印
(
う
ま
の
か
ね)
で
あ
る
。
馬
の
左
琵
琶
股
の
上
に
押
す
の
が
例
で
あ
り
、
本
印
(
ほ
ん
か
ね)
・
表
印
(
お
も
て
の
か
ね)
と
い
う
。
右
の
琵
琶
股
の
上
に
押
す
の
を
裏
印
(
う
ら
の
か
ね)
・
打
越
(
う
ち
こ
し)
と
い
う
。
こ
う
し
た
馬
に
関
す
る
知
識
は
、
馬
を
使
用
し
、
ま
た
、
献
上
す
る
立
場
に
あ
る
武
家
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
土
岐
伊
豆
守
利
綱
が
息
子
の
た
め
に
著
し
た
『
家
中
竹
馬
記
(
注
２)』
か
ら
、
室
町
時
代
の
小
笠
原
流
故
実
の
一
端
を
引
い
て
お
く
。
馬
に
つ
い
て
は
｢
毛
と
焼
金｣
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
公
方
様
へ
御
進
物
之
折
紙
調
様
之
事
。
号
目
録
。
当
方
は
料
紙
は
高
檀
紙
也
。(
中
略)
進
上
御
太
刀
。
一
腰
。
久
国
。
御
馬
。
一
疋
。
河
原
毛
。
印
／
雀
目
結
万
疋
。
以
上
。
土
岐
左
京
大
夫
都
の
貴
族
社
会
で
も
馬
は
さ
ら
に
貴
重
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
善
し
悪
し
や
特
徴
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
【
表
１
】
－ 2－
(
１)
御
進
発
之
由
、
承
候
之
際
、
蟷 
一
疋
、
牽
進
之
候
。
片
飼
之
駒
、
無
左
右
、
雖
難
立
御
要
候
、
多
久
佐
里
之
本
牧
・
須
弥
足
井
邊
、
肢
爪
・
地
拘
、
所
替
等
馬
候
歟
。
生
得
之
尾
持
、
神
妙
候
間
、
態
不
下
候
。
三
長
三
短
之
勢
、
無
所
欠
候
歟
。
暫
被
入
御
廐
、
可
被
黷
櫪
候
。
(
２)
鹿
毛
駮
・
黄
鴾
毛
・
柑
子
栗
毛
・
赤
佐
目
・
雲
雀
毛
・
背
筋
通
之
河
原
毛
・
青
黒
・
額
白
・
連
銭
葦
毛
、
自
奥
州
到
来
。
(
３)
③
閉
伊
郡
北
方
者
、
大
略
鹿
笛
、
南
方
者
飛
雀
。
其
中
小
雀
・
羽
折
雀
、
殊
可
有
賞
翫
候
。
此
外
、
庵
下
・
二
遠
雁
・
引
両
丸
・
有
文
字
・
文
之
字
、
其
金
不
可
勝
計
候
。
此
等
者
纔
以
一
疋
之
蓄
、
可
幡
八
駿
之
誉
者
也
。
彦
間
立
金
者
、
大
小
輪
違
、
常
事
候
。
庵
下
一
万
、
御
所
之
御
牧
候
之
間
、
殊
可
秘
蔵
候
。
真
馬
終
雖
太
逞
、
更
不
立
者
要
候
。
(
新
札)
【
馬
】
同
御
進
発
之
旨
、
伝
承
候
之
間
。
蟷
螂
二
十
疋
進
候
。
大
略
片
飼
之
駒
、
雖
難
立
御
用
、
此
内
多
久
佐
里
之
本
牧
、
両
三
疋
候
。
須
弥
足
井
辺
、
并
股
爪
・
地
拘
、
所
替
平
馬
候
。
尾
持
生
得
、
神
妙
之
上
、
依
不
宜
於
渡
水
、
態
不
下
候
。
身
又
相
馬
恥
良
楽
。
欲
見
三
長
三
短
之
勢
。
雖
非
八
駿
八
疋
之
体
。
先
暫
即
水
草
之
養
、
可
被
黷
御
厩
之
櫪
候
。
凡
、
葦
毛
、
青
雲
雀
毛
者
、
木
性
之
馬
。
鹿
毛
、
栗
毛
者
、
火
性
之
馬
。
霞
毛
、
駮
者
、
土
性
之
馬
。
鴾
毛
、
佐
目
、
皆
色
者
、
金
性
之
馬
。 カハラ
毛
、
黒
、
水
性
之
馬
。
倶
自
奥
州
閉
伊
郡
到
来
。
其
金
鹿
笛
者
北
方
、
飛
雀
者
南
方
。
此
内
、
羽
折
雀
・
小
雀
、
殊
可
有
御
賞
翫
候
。
其
外
、
庵
下
・
二
遠
雁
、
文
文
字
、
有
文
字
、
引
両
之
丸
者
、
纔
以
一
疋
之
蓄
、
可
播
六
龍
之
徳
候
。
大
輪
遠
者
、
彦
間
立
、
庵
下
一
方
者
、
御
所
之
御
牧
候
。
別
可
有
御
秘
蔵
乎
。
(
尺
素)
【
馬
】
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〈
２
〉
名
馬
の
産
地
名
馬
の
産
地
と
し
て
、
こ
こ
に
は
、
多
久
佐
里
(
田
鎖)
・
須
弥
足
井
(
須
彌
盥)
、
閉
伊
郡
北
方
・
閉
伊
郡
南
方
・
彦
間
立
の
名
が
見
え
て
い
る
。
頼
朝
の
奥
州
平
定
後
、
閉
伊
頼
基
が
閉
伊
郡
を
拝
領
し
、
一
族
が
分
立
し
て
治
め
て
い
た
。
元
享
四
(
一
三
二
四)
年
一
一
月
二
三
日
の
関
東
下
知
状
案
(
宮
古
田
鎖
文
書)
に
閉
伊
三
郎
左
衛
門
尉
光
員
の
遺
領
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
閉
伊
郡
の
名
の
初
見
と
な
る
が
、
こ
こ
に
田
鎖
も
含
ま
れ
て
い
る
(
注
３)
。
田
鎖
牧
は
岩
手
県
太
平
洋
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
現
在
の
宮
古
市
田
鎖
で
あ
る
。
閉
伊
氏
が
開
い
た
牧
野
で
あ
り
、
初
め
閉
伊
川
河
原
に
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
の
初
期
に
居
館
の
移
動
と
と
も
に
移
さ
れ
た
。
田
鎖
氏
は
田
鎖
城
を
本
拠
に
牧
を
開
き
、
や
が
て
駿
馬
の
産
地
と
し
て
都
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
延
徳
三
年
(
一
四
九
一)
閉
伊
氏
が
滅
亡
し
、
南
部
氏
の
支
配
下
に
移
っ
た
。
彦
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
栃
木
県
佐
野
市
天
明
町
に
下
彦
間
の
名
が
見
え
る
。
名
馬
｢
生 イケヅキ｣
は
『
平
家
物
語』
や
『
源
平
盛
衰
記』
で
は
陸
奥
国
の
馬
と
さ
れ
る
が
、
『
下
野
国
誌』
に
は
下
野
国
安
蘇
郡
彦
間
の
牧
の
馬
と
し
て
い
る
。
須
弥
足
井
(
須
彌
盥)
に
つ
い
て
も
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、｢
馬
具
寸
法
記
(
注
４)｣
に
、｢
一
馬
の
館
【
銘
歟
】の
事
。
／
彦
間
。
田
鎖
。
須
彌
盥
。
此
異
名
の
事
。
馬
ヘ
タ
キ
(
マ
マ)
也
。
／
一
段
と
子
細
有
馬
之
間
。
書
状
に
此
等
は
書
載
候
事
。
但
内
状
候
歟｣
と
あ
り
、
彦
間
・
田
鎖
・
須
彌
盥
は
特
筆
す
べ
き
ブ
ラ
ン
ド
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
｢
肢
爪
・
地
拘
、
所
替
等
馬
候
歟
。
生
得
之
尾
持
、
神
妙
候
間
、
態
不
下
候
。
三
長
三
短
之
勢
、
無
所
欠
候
歟｣
の
部
分
は
、
馬
の
姿
・
資
質
を
形
容
す
る
慣
用
表
現
と
見
ら
れ
、｢
肢
爪
・
地
拘｣
(
運
歩
色
葉)
・
｢
尾
持｣
(
日
葡
辞
書)
な
ど
辞
書
類
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。｢
商
人
馬
の
癖
な
れ
ば
、
肢
爪
堅
う
し
て
な
つ
ま
ざ
り
け
り｣
(
源
平
盛
衰
記
19
・
佐
々
木
取
馬
下
向
事
(
注
５))
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、『
源
平
盛
衰
記』
に
語
ら
れ
る
馬
は
、
陸
奥
国
糠
部
郡
の
牧
、
一
戸
〜
九
戸
立
の
産
で
あ
る
も
の
が
多
い
が
、『
新
札』
『
尺
素』
に
｢
糠
部｣
｢
○
戸｣
の
地
名
は
使
用
さ
れ
ず
、
専
ら
、｢
閉
伊
郡｣
と
し
て
い
る
。
熊
谷
直
実
の
権
太
栗
毛
の
産
地
は
｢
陸
奥
国
一
戸｣
、
乗
換
え
た
西
楼
は
｢
三
戸
立
ノ
馬｣
、
黒
栗
毛
の
荒
馬
生 
は
｢
陸
奥
国
七
戸
立｣
、
秀
衡
の
子
息
元
能
(
本
吉)
冠
者
が
進
上
し
た
名
馬
は
｢
陸
奥
国
三
戸
立｣
な
ど
と
あ
り
、
閉
伊
郡
の
北
、
久
慈
郡
・
糠
部
郡
、
と
り
わ
け
糠
部
の
各
地
が
著
名
な
牧
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
地
名
に
見
ら
れ
る
九
戸
四
門
の
制
は
、
牧
馬
と
の
関
連
か
ら
設
置
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
注
６)
。
〈
３
〉
馬
の
毛
馬
の
毛
【
表
１
―
(
２)
】
に
つ
い
て
、『
新
札』
は
｢
鹿
毛
駮
・
黄
鴾
毛
・
柑
子
栗
毛
・
赤
佐
目
・
雲
雀
毛
・
背
筋
通
河
原
毛
・
青
黒
・
額
白
・
連
銭
葦
毛｣
を
列
挙
す
る
。『
尺
素』
で
は
こ
れ
ら
を
、
木
性
之
馬
、
火
性
之
馬
、
土
性
之
馬
、
金
性
之
馬
、
水
性
之
馬
に
区
分
す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
馬
を
木
・
火
・
土
・
金
・
水
性
に
分
け
る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
火
性
の
馬
に
注
意
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
馬
具
寸
法
記
附
録
云
御
わ
た
ま
し
な
と
に
進
上
あ
る
べ
き
馬
は
よ
く
よ
く
性
を
撰
み
て
可
有
進
上
候
火
性
な
ど
は
不
可
然
候
其
余
は
何
も
不
苦
候
何
も
新
造
の
祝
言
に
は
其
心
得
有
へ
し
同
文
言
等
に
用
捨
然
へ
く
候
(
武
家
名
目
抄
第
八
輿
馬
部
附
録
一
(
注
７))
『
異
庭』
で
は
、
戴
星
(
ヒ
タ
イ
シ
ロ)
・
踏
雪
(
ヨ
ツ
シ
ロ)
・
葦
毛
・
栗
毛
・
青
黒
(
ア
ヲ)
・
黒
鮫
(
ク
ロ
ブ
チ)
・
月
毛
・
鹿
毛
・
糟
(
カ
ス)
毛
・
河
原
(
カ
ハ
ラ)
毛
・
連
銭
宿
鴇
(
レ
ン
セ
ン
サ
ヒ
ト
キ)
毛
を
列
挙
し
て
い
た
。
〈
４
〉
馬
印
(
う
ま
の
か
ね)
・
金
焼
・
焼
金
馬
印
【
表
１
―
(
３)
】
に
つ
い
て
は
、『
新
札』
が
｢
鹿
笛
・
飛
雀
・
小
雀
・
羽
折
雀
・
庵
下
・
二
遠
雁
・
引
両
丸
・
有
文
字
・
文
之
字
・
大
小
輪
違｣
を
挙
げ
る
。
大
小
輪
違
を
除
く
全
て
が
『
尺
素』
に
も
収
め
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
や
や
詳
し
く
、
｢
其
金
鹿
笛
者
北
方
、
飛
雀
者
南
方｣
と
使
用
す
る
牧
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、
こ
れ
ら
の
焼
印
を
も
つ
馬
は
、｢
以
一
疋
之
蓄
、
可
播
六
龍
之
徳｣
と
称
揚
し
て
い
る
。
生 
に
つ
い
て
｢
陸
奥
七
戸
立
の
馬
、
鹿
笛
を
金
焼
に
あ
て
た
れ
ば｣
と
説
明
す
る
と
お
り
、
七
戸
立
産
の
金
印
は
鹿
笛
で
あ
り
、『
新
札』
・
『
尺
素』
に
｢
閉
伊
郡
北
方
者
、
大
略
鹿
笛｣
と
す
る
に
合
致
す
る
。
－ 3－
三保サト子：馬と刀剣の故実
折
節
秘
蔵
御
馬
三
匹
也
、
生 
、
磨
墨
、
若
白
毛
と
ぞ
申
け
る
。
陸
奥
国
三
戸
立
の
馬
、
秀
衡
が
子
に
元
能
冠
者
が
進
た
る
也
。
太
逞
が
、
尾
髪
あ
く
ま
で
足
た
り
。
此
馬
鼻
強
し
て
人
を
釣
け
れ
ば
、
異
名
に
は
町
君
と
被
付
た
り
。
生 
と
は
黒
栗
毛
の
馬
、
高
さ
八
寸
、
太
く
逞
が
尾
の
前
ち
と
白
か
り
け
り
。
当
時
五
歳
、
猶
も
い
で
く
べ
き
馬
也
。
是
も
陸
奥
国
七
戸
立
の
馬
、
鹿
笛
を
金
焼
に
あ
て
た
れ
ば
少
も
紛
べ
く
も
な
し
。
馬
を
も
人
を
も
食
け
れ
ば
生 
と
名
た
り
。(
源
平
盛
衰
記
34)
な
お
、『
異
庭』
に
焼
金
の
記
述
は
な
い
。
同
じ
く
馬
や
武
具
に
つ
い
て
学
ぶ
に
し
て
も
、『
異
庭』
が
収
め
た
知
識
は
、
中
国
・
日
本
に
伝
わ
る
名
馬
の
名
前
で
あ
っ
て
、
実
用
に
は
よ
り
遠
い
。
《
語
句
集
団
Ｇ-
ｂ
中
国
の
名
馬
・
本
朝
の
名
馬
》
①
〜
⑤
が
中
国
、
⑥
⑦
は
日
本
に
名
を
残
す
伝
説
の
名
馬
で
あ
る
。
①
周
ノ
八
疋
②
秦
ノ
七
駿
③
呉
ノ
的
廬
④
楚
ノ
烏
騅
⑤
漢
ノ
烏
孫
⑥
厩
戸
王
子
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒
⑦
太
宰
大
弐
弘
継
ノ
土
龍
(
注
１
文
献
よ
り)
(
二)
武
具
に
つ
い
て
の
教
養
〈
１
〉
武
具
の
進
上
こ
こ
に
収
め
ら
れ
る
の
は
、｢
弓
・
鎧
・
腹
巻
・
甲
鉢
・
髄
当
・
籠
手
・
毛
・
刀
鍛
冶｣
の
種
類
で
あ
る
。『
新
札』
の
書
出
し
は
進
上
状
で
始
ま
り
、
依
頼
状
(
無
心
状)
の
文
言
で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に
、
語
句
集
団
(
１)
か
ら
(
３)
を
挟
み
込
む
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
不
自
然
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
、『
尺
素』
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
品
を
餞
別
と
し
て
進
上
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
種
類
を
挙
げ
る
の
み
で
数
量
の
記
載
の
な
い
『
新
札』
に
対
し
、『
尺
素』
は
種
類
を
大
幅
に
増
や
す
の
み
な
ら
ず
、｢
百
張｣
｢
百
腰｣
｢
五
十
領｣
の
如
く
記
し
て
助
数
詞
へ
の
配
慮
も
見
せ
て
い
る
。
【
表
２
】
〈
２
〉
弓
矢
武
具
に
つ
い
て
、『
新
札』
の
記
述
は
誠
に
簡
略
で
あ
る
。(
１)
の
弓
の
種
類
は
僅
か
三
種
、
矢
の
記
載
は
一
切
な
い
。
筑
紫
弓
は
北
九
州
地
方
で
作
ら
れ
た
長
大
な
丸
木
の
弓
、
強
弓
で
あ
る
。
ま
だ
皮
を
－ 4－
(
１)
筑
紫
弓
・
荒
木
腹
真
弓
・
四
方
竹
等
、
済
々
到
来
。
節
巻
・
塗
籠
藤
・
本
滋
籐
、
進
之
候
。
(
２)
又
鎧
・
腹
巻
者
、
自
南
都
、
召
左
近
次
・
源
内
等
細
工
、
威
之
候
。
甲
鉢
・
髄
当
等
脇
戸
之
作
、
籠
手
者
大
鳥
、
当
世
賞
翫
候
。
毛
者
、
白
糸
・
紫
・
黒
糸
・
洗
革
・
逆
瀉
・
浅
黄
糸
・
火
威
、
思
々
好
之
候
。
(
３)
太
刀
、
刀
之
身
、
昔
之
天
国
以
後
、
得
其
名
鍛
冶
、
雖
覃
敷
百
人
、
紀
新
大
夫
舞
草
。
中
比
、
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
。
御
制
作
者
、
以
菊
為
銘
。
此
外
、
粟
田
口
藤
林
・
国
吉
・
吉
光
以
下
、
又
、
三
條
小
鍛
冶
・
了
戒
・
定
秀
・
千
手
院
・
尻
懸
・
一
文
字
・
仲
次
郎
、
此
等
大
略
、
其
振
舞
如
剣
候
。
[
近
来
、
来
国
俊
・
国
行
・
進
藤
伍
・
藤
三
郎
・
五
郎
入
道
・
其
子
彦
四
郎
、
一
代
之
名
人
候
。]
(
４)
御
所
持
候
者
、
少
々
可
拝
領
候
。
(
新
札)
【
武
具
】
又
豊
前
弓
者
、
屋
形
住
人
之
所
作
、
自
鎮
西
到
来
。
梓
弓
、
檀
弓
、
槻
弓
、
桑
弓
、
四
方
竹
之
大
弓
、
三
人
張
之
勁
弓
、
皆
悉
荒
木
候
之
間
、
刪
研
調
之
。
節
巻
、
繁
藤
、
塗
籠
藤
、
十
所
藤
、
赤
漆
、
黒
漆
、
作
懸
坂
弦
、
関
弦
、
都
合
百
張
。
征
矢
者
、
白
箘
・
拭
菌
、
或
節
村
濃
、
或
黒
漆
、
摩
節
、
而
着 
大
中
黒
、
鶚
逆
切
符
、
鵠
霜
降
、
鶴
本
白
、
鴾
焦
羽
、
山
鶏
尾
等
。
伊
予
、
薩
摩
、
名
誉
之
鏃
共
、
挟
、
胡 
、
房
靱
等
、
都
合
百
腰
。
鎧
並
腹
巻
者
、
召
寄
和
州
・
紀
州
之
細
工
左
近
次
及
源
内
等
。
所
調
、
其
実
者
、
宇
知
郡
住
人
乗
覚
之
所
打
、
其
毛
者
、
卯
花
威
・
小
桜
威
・ 
威
・
火
威
・
品
革
威
・
黄
櫨
匂
・
桾
索
目
・
逆
剪
草
・
肩
白
・
擠
濃
、
或
取
妻
、
或
取
腰
、
色
々
之
糸
、
種
々
之
革
、
至
于
唐
綾
練
緯
、
都
合
五
十
領
。
胄
鉢
者
脇
戸
、
籠
手
並
髄
当
者
大
鳥
。
遣
刀
・
長
刀
・
及
太
刀
・
腰
刀
者
、
昔
在
月
山
天
国
・
雲
同
以
後
、
得
其
名
之
鍛
冶
、
雖
有
数
百
人
、
於
其
内
、
信
房
・
舞
草
・
行
平
・
定
秀
・
三
條
小
鍛
冶
。
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
。
御
作
者
、
以
菊
為
銘
。
粟
田
口
者
、
藤
林
、
国
吉
、
吉
光
、
国
綱
等
。
来
者
国
行
、
国
俊
等
。
此
外
、
了
戒
、
千
手
院
、
有
計
留
、
一
文
字
・
進
藤
五
・
仲
次
郎
・
五
郎
入
道
・
備
前
三
郎
・
彦
四
朗
・
文
殊
四
朗
・
金
剛
兵
衛
等
、
一
代
之
聞
人
達
者
候
。
皆
獲
干
将
・
莫
耶
、
吹
毛
・
太
阿
之
佳
声
、
不
異
于
不
動
之
利
剣
者
歟
。
所
持
之
分
、
少
々
所
副
進
也
。
老
体
病
質
、
不
及
同
道
申
、
表
餞
行
之
志
耳
。
(
尺
素)
【
武
具
】
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剥
ぐ
な
ど
の
加
工
を
施
し
て
い
な
い
も
の
を
荒
木
弓
と
い
う
が
、
こ
れ
が
鎮
西
及
び
諸
国
の
特
産
物
と
し
て
進
納
さ
れ
て
い
た
。
余
り
に
反
り
が
強
い
た
め
、
し
ば
し
ば
弦
が
切
れ
た
と
い
う
(
注
８)
。
荒
木
腹
真
弓
に
つ
い
て
、
屋
代
弘
賢
が
次
に
よ
う
に
考
証
し
て
い
る
。
二
宮
左
近
将
監
弓
書
云
腹
木
真
弓
腹
木
は
梓
マ
タ
ハ
檀
ヲ
用
ユ
外
竹
は
紫
竹
ヲ
キ
ラ
ウ
也
梓
ヲ
用
ヒ
テ
モ
猶
マ
ユ
ミ
ト
云
マ
ユ
ミ
は
弓
ノ
総
名
ナ
レ
バ
也
按
に
二
宮
左
近
将
監
伝
記
未
詳
と
い
へ
ど
も
弓
書
の
奥
に
永
正
四
年
と
あ
れ
ば
未
だ
日
置
流
と
云
も
の
の
世
に
行
は
れ
ざ
る
時
の
人
と
見
ゆ
れ
ば
此
説
も
ま
た
小
笠
原
家
の
法
式
に
あ
ら
ず
と
も
必
古
法
な
る
べ
し
し
か
る
に
膠
木
と
外
竹
と
を
あ
げ
て
内
竹
を
い
は
ざ
れ
ば
全
く
十
万
弓
の
制
作
と
お
な
じ
き
も
の
な
る
べ
し
是
に
よ
れ
ば
新
札
の
荒
木
腹
真
弓
も
ま
た
同
じ
く
外
竹
弓
な
る
べ
し
(『
古
今
要
覧
稿』
巻
九
十
六
器
財
部
弓
三)
同
じ
く
｢
ふ
せ
た
け
弓｣
に
つ
い
て
、｢
梓
弓
の
本
末
を
通
じ
て
竹
を
ふ
せ
た
る
も
の｣
と
し
、｢
外
竹
は
俵
藤
太
秀
郷
、
二
方
に
ふ
せ
た
る
は
八
幡
太
郎
義
家
、
四
方
に
ふ
せ
し
は
田
村
麻
呂
に
起
る
と
〈
本
間
流/
弓
書
〉
云
り｣
(
同
上)
と
す
る
。
四
方
竹
を
竹
の
種
類
と
は
し
な
い
独
自
の
解
釈
が
本
間
流
に
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。
節
巻
は
節
巻
の
弓
。
丸
木
の
節
の
部
分
は
裂
け
や
す
い
の
で
樺
・
籐
・
葛
藤
な
ど
で
巻
い
た
。
塗
籠
藤
は
藤
巻
の
漆
塗
り
、
滋
籐
は
弓
の
幹
を
黒
漆
で
塗
り
固
め
、
上
に
藤
ツ
ル
を
繁
く
巻
い
た
も
の
で
あ
る
。
藤
の
巻
様
・
位
置
・
幅
・
間
隔
に
よ
り
種
類
が
あ
る
。｢
本
滋
藤｣
は
弓
の
下
地
を
黒
漆
塗
り
に
し
て
握
り
か
ら
下
を
藤
で
繁
く
巻
き
、
上
方
を
二
所
藤
に
し
て
ま
ば
ら
に
巻
い
た
も
の
で
あ
る
。
〈
３
〉
鎧
・
冑
鎧
・
腹
巻
に
つ
い
て
は
、
威
毛
が
七
種
挙
が
る
。『
新
札』
に
は
単
純
で
即
物
的
な
名
称
し
か
な
く
、『
尺
素』
の
｢
卯
花
威
・
小
桜
威｣
の
よ
う
な
優
雅
な
名
は
出
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
名
称
は
、『
吾
妻
鏡』
や
『
平
家
物
語』
、『
源
平
盛
衰
記』
『
太
平
記』
な
ど
に
早
く
か
ら
散
見
す
る
の
で
、
著
述
年
代
の
差
と
言
う
よ
り
、
撰
述
者
の
関
心
の
差
と
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
手
元
に
参
考
に
す
べ
き
書
物
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。『
新
札』
以
前
の
往
来
物
に
は
、
こ
う
し
た
武
具
の
記
載
が
あ
る
作
品
を
見
な
い
。
い
わ
ゆ
る
軍
記
物
に
あ
っ
て
、
華
麗
な
武
者
姿
の
描
写
は
欠
か
せ
な
い
。『
新
札』
の
作
者
は
そ
う
し
た
語
り
か
ら
離
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
保
元
物
語』
か
ら
宇
野
七
郎
親
治
の
小
桜
威
し
鎧
姿
を
挙
げ
て
お
く
。
か
ち
ん
の
ひ
た
た
れ
に
小
さ
く
ら
を
黄
に
か
へ
し
た
る
よ
ろ
ひ
き
て
、
く
ろ
づ
は
の
矢
お
ひ
、
ふ
し
ま
き
の
ゆ
み
に
ぎ
り
大
な
る
も
ち
て
、
黄
河
原
毛
な
る
馬
の
ふ
と
く
た
く
ま
し
き
に
、
し
ろ
ぶ
く
り
ん
の
鞍
を
き
て
の
つ
た
り
け
る
が
、
(
保
元
物
語
上
官
軍
方
々
手
分
け
の
事
(
注
９))
『
異
庭』
で
も｢
卯
花
威
・
洗
皮(
白
韋(
皮)
威)
・
小
桜
威
・
縹
色
・
紺
糸
威
・
黒
糸
・
黒
皮
・
赤
糸
・
赤
皮
・
紫
糸
・
紫
皮
・
萌
黄
糸
(
も
へ
ぎ
い
と)
・
附
子
縄
目
(
＊
ふ
し
な
わ
め)
・
紫
下
濃
(
す
そ
ご)
・
面
高
(
を
も
だ
か)
・
草
鞋
(
さ
う
あ
い)｣
と
多
く
の
威
毛
を
挙
げ
て
い
る
。
鎧
や
腹
巻
(
鎧)
の
制
作
に
つ
い
て
『
新
札』
は
、｢
南
都｣
よ
り
細
工
師
｢
左
近
次
・
源
内｣
を
召
し
た
と
あ
り
、
彼
ら
は
奈
良
在
住
の
細
工
師
と
さ
れ
る
。『
尺
素』
に
は
｢
和
州
(
大
和)
・
紀
州｣
の
｢
細
工
左
近
次
及
源
内｣
と
あ
る
。
加
え
て
、
｢
宇
知
郡
住
人
乗
覚｣
を
挙
げ
る
。
両
本
と
も
甲
鉢
の
｢
脇
戸｣
、
籠
手
の
｢
大
鳥｣
の
名
を
挙
げ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
細
工
師
が
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。｢
大
鳥｣
は
和
泉
国
大
鳥
郡
(
堺
市
鳳)
辺
り
を
指
す
か
と
考
え
る
が
未
勘
で
あ
る
。『
続
日
本
紀』
に
紀
伊
国
の
｢
鎧
作
名
床｣
が
あ
り
、『
異
庭』
で
も
名
産
地
に
｢
紀
伊
国
湯
浅
乃
至
洛
陽｣
を
挙
げ
る
の
で
、
紀
伊
で
も
こ
う
し
た
細
工
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
異
庭』
の
教
養
の
中
心
は
、
細
か
く
記
さ
れ
た
鎧
や
甲
の
部
位
の
名
称
、
源
家
相
伝
・
平
家
重
代
の
鎧
の
名
品
の
名
に
あ
っ
た
。
前
出
の
名
馬
、
後
出
の
名
剣
の
場
合
と
同
趣
で
あ
る
。
〈
４
〉
刀
剣
〈
新
札
と
尺
素
の
異
同
〉
刀
に
つ
い
て
は
、
名
工
の
名
前
あ
る
い
は
同
派
の
刀
鍛
冶
集
団
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
対
比
の
便
宜
上
、『
新
札』
に
収
め
る
固
有
名
詞
に
①
か
ら
⑭
の
通
し
番
号
を
付
し
、『
尺
素』
に
お
い
て
新
た
に
付
加
さ
れ
た
者
に
は 
か
ら 
の
通
し
符
号
を
付
し
た
。
『
新
札』
筆
者
の
刀
制
作
に
つ
い
て
の
歴
史
的
認
識
は
、
刀
鍛
冶
①
天
国
を
祖
と
し
、
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古
く
は
②
紀
新
大
夫
・
③
舞
草
が
あ
っ
た
。
中
比
に
は
、
④
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
を
務
め
た
⑤
粟
田
口
藤
林
・
⑥
国
吉
・
⑦
吉
光
以
下
の
者
が
あ
り
、
他
に
、
⑧
三
條
小
鍛
冶
・
⑨
了
戒
・
⑩
定
秀
・
⑪
千
手
院
・
⑫
尻
懸
・
⑬
一
文
字
・
⑭
仲
次
郎
ら
が
優
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
記
に
続
け
て
群
書
類
従
本
で
は
、｢
近
来
、
来
国
俊
・
国
行
・
進
藤
伍
・
藤
三
郎
・
五
郎
入
道
・
其
子
彦
四
郎
、
一
代
之
名
人
候
。｣
の
一
文
を
増
補
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、｢
近
頃｣
の
名
人
で
あ
る
と
い
う
。『
尺
素』
に
重
な
る
人
名
が
多
い
が
、
必
ず
し
も
『
尺
素』
に
よ
っ
て
付
加
し
た
よ
う
で
も
な
い
。
異
本
校
合
を
通
し
て
、
さ
ら
に
考
え
た
い
。
『
新
札』
に
収
め
る
刀
工
の
歴
史
に
対
し
て
『
尺
素』
で
は
、｢
昔｣
の
こ
と
と
し
て
｢ 
月
山
・
①
天
国
・ 
雲
同｣
の
３
名
を
挙
げ
、
続
く
著
名
な
刀
工
に
は
、｢ 
信
房
・
③
舞
草
・ 
行
平
・
⑩
定
秀
・
⑧
三
條
小
鍛
冶
・
④
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶｣
ら
が
あ
る
と
続
け
る
。
さ
ら
に
、｢
⑤
粟
田
口
者
藤
林
、
⑥
国
吉
、
⑦
吉
光
、 
国
綱
等
。
 
来
者
国
行
、 
国
俊
等｣
の
他
、｢
⑨
了
戒
、
⑪
千
手
院｣
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
番
鍛
冶
の
名
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、｢
⑬
一
文
字
・ 
進
藤
五
・
⑭
仲
次
郎
・ 
五
郎
入
道
・ 
備
前
三
郎
・ 
彦
四
朗
・ 
文
殊
四
朗
・ 
金
剛
兵
衛
等｣
は
｢
一
代
之
聞
人
達
者｣
で
あ
る
と
い
う
。
名
人
と
聞
こ
え
て
い
る
と
の
謂
で
あ
ろ
う
か
。
十
二
名
が
『
新
札』
に
重
な
り
、
十
三
名
が
新
し
く
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
出
現
順
に
も
違
い
が
あ
り
、『
尺
素』
は
『
新
札』
を
増
補
し
た
も
の
と
単
純
に
は
言
え
そ
う
に
な
い
。
刀
鍛
冶
の
歴
史
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
起
源
は
神
話
時
代
に
遡
る
上
、
銘
を
残
さ
な
い
者
も
多
い
。
親
子
・
兄
弟
・
師
弟
関
係
が
錯
綜
し
て
い
て
、
同
名
の
別
人
を
判
定
す
る
の
も
困
難
で
あ
る
。
伝
書
の
類
は
異
な
る
伝
承
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
異
説
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
往
来
物
の
ソ
ー
ス
を
追
求
す
る
鍵
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
撰
作
者
が
用
い
た
諸
家
の
伝
書
の
存
在
を
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
〈
昔
の
名
工
〉
以
下
に
は
、
個
々
の
人
物
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
記
し
、
本
条
の
眼
目
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
①
天
国
は
日
本
刀
剣
の
祖
と
さ
れ
る
が
、
出
身
・
経
歴
と
も
謎
に
包
ま
れ
、
実
在
し
た
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。『
増
訂
古
刀
銘
尽
大
全』
(
『
古
刀
大
全』
と
略
称
す
る)
の
冒
頭
に
収
め
る
｢
古
来
鍛
冶
名
称
並
系
図
(
注 )｣
に
は
、
天
真
浦
・
天
国
・
八
十
手
・
川
上
部
・
天
国
・
天
座
ら
を
挙
げ
、｢
天
国｣
の
項
に
、｢
文
武
天
皇
ハ
第
四
二
代
也
、
崇
神
天
皇
六
年
ヨ
リ
八
百
二
十
年
也
。
大
宝
中
、
大
和
国
宇
陀
郡
ノ
冶
工
、
世
ニ
知
レ
ル
天
国
ニ
テ
、
コ
ノ
後
ノ
冶
工
ハ
ソ
ノ
作
ク
リ
シ
剣
ニ
ハ
其
名
ヲ
銘
ズ
ベ
シ
ト
ノ
命
令
下
リ
シ
也
。｣
と
あ
り
、『
源
君
美
ハ
ク
セ
キ
軍
器
考』
を
引
い
て
、｢
大
宝
ノ
天
国
ガ
ツ
ク
リ
シ
小
烏
丸
ト
云
フ
平
家
ニ
ツ
タ
ハ
リ
シ
大
刀
ハ
今
モ
伊
勢
ノ
家
ニ
ツ
タ
ヘ
ラ
レ
シ
ト
有
ッ
テ
余
拝
見
セ
リ
。
此
大
刀
ハ
無
銘
ナ
レ
バ
大
宝
ヨ
リ
前
ノ
天
国
ガ
作
ク
モ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
其
大
刀
ノ
形
、
切
先
マ
ロ
ク
シ
テ
上
ノ
方
双
刃
也｣
と
考
証
す
る
。
平
家
の
宝
刀
｢
小
烏｣
(
現
在
は
御
物)
が
そ
の
作
と
伝
え
る
が
、
こ
れ
は
無
銘
で
あ
る
。
小
烏
は
、
伝
承
で
は
桓
武
天
皇
の
時
代
に
伊
勢
神
宮
の
使
い
の
大
鴉
の
羽
か
ら
出
て
き
た
と
い
う
が
、
刀
身
の
先
端
か
ら
半
分
以
上
が
両
刃
に
な
っ
て
い
る
鋒
両
刃
造(
き
っ
さ
き
も
ろ
は
づ
く
り)
と
い
う
独
特
の
形
状
を
持
ち
、
日
本
の
刀
剣
が
直
刀
か
ら
反
り
の
あ
る
湾
刀
へ
と
変
わ
る
過
渡
期
の
、
平
安
時
代
中
期
頃
の
作
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
『
尺
素』
が
最
初
に
挙
げ
た
の
は 
月
山
で
あ
る
。
伝
承
で
は
、
出
羽
国
月
山
の
霊
場
に
住
ん
だ
鬼
王
丸
を
元
祖
と
す
る
刀
鍛
冶
で
あ
る
と
い
う
。
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
が
、
伝
承
が
古
く
、
天
国
と
対
で
語
る
に
好
都
合
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
次
に
は
、
②
紀
新
大
夫
と
あ
る
。
古
く
か
ら
刀
工
の
多
い
地
と
し
て
知
ら
れ
る
豊
後
に
は
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
定
秀
(
銘
は
豊
後
国
僧
定
秀
作
之)
の
在
銘
刀
が
残
っ
て
い
る
。
彼
は
、
修
験
道
で
有
名
な
秀
彦
山
(
ひ
こ
さ
ん
、
福
岡)
の
僧
で
あ
り
、｢
紀
大
夫｣
と
称
し
た
。
定
秀
の
弟
子
(
あ
る
い
は
子
か)
が 
行
平
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
が
承
元
二
年
(
一
二
〇
八)
か
ら
十
三
年
間
、
諸
国
の
名
工
を
招
い
て
月
番
で
刀
を
鋳
さ
せ
た
と
い
う
御
番
鍛
冶
二
十
四
名
の
一
人
で
、
四
月
番
で
あ
っ
た
。
行
平
も
｢
紀
大
夫｣
｢
紀
新
太
夫｣
を
称
し
て
い
る
。
永
青
文
庫
(
東
京
都)
に
太
刀
(
銘
豊
後
国
行
平
作
、
国
宝)
が
残
る
。
こ
の
行
平
が
『
新
札』
に
言
う
｢
②
紀
新
大
夫｣
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
が
、
定
秀
よ
り
さ
ら
に
古
い
時
代
に
、
秀
彦
山
辺
り
に
紀
大
夫
を
称
す
る
名
工
が
い
て
、
定
秀
は
そ
の
技
を
受
継
ぎ
｢
紀
新
大
夫｣
を
称
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
定
秀
の
名
は
別
に
⑩
に
も
挙
が
っ
て
い
て
不
審
が
残
る
。
刀
工
銘
と
し
て
の
｢ 
雲
同｣
は
、『
日
本
刀
工
銘
鑑』
(
雄
山
閣)
に
二
点
見
え
る
奥
州
舞
草
の
刀
工
で
あ
る
。
保
元
と
嘉
禎
で
は
年
代
の
開
き
が
大
き
く
二
者
は
別
人
と
見
ら
れ
る
が
、『
尺
素』
の
雲
同
は
保
元
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
か
、『
尺
素』
編
述
者
の
知
識
(
あ
る
い
は
依
拠
本)
に
よ
っ
て
、
加
筆
し
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
①
舞
草
は
陸
奥
国
東
磐
井
郡
舞
草
村
(
岩
手
県
一
関
市
舞
草
。
｢
も
う
ぐ
さ｣
古
く
は
｢
ま
い
く
さ｣)
。
こ
こ
に
は
平
安
時
代
か
ら
刀
鍛
冶
の
集
団
が
住
い
し
た
と
伝
え
る
。
－ 6－
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第49号(2011年)
『
正
和
銘
尽(
観
智
院
旧
蔵)』
に
舞
草
鍛
冶
の
刀
工
が
記
載
さ
れ
、
白
山
岳
周
辺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
舞
草
刀
は
日
本
刀
の
原
型
と
な
っ
た
実
戦
型
の
反
り
の
あ
る
刀
で
あ
る
。
『
安
永
風
土
記』
に
｢
往
古
、
舞
草
と
申
す
鍛
冶
住
居
仕
り
候｣
と
あ
っ
て
、
現
在
、
『
延
喜
式』
に
記
載
さ
れ
る
｢
舞
草
神
社｣
(
一
関
市
の
北
上
川
東
岸
の
観
音
山
中
腹)
が
あ
る
一
帯
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
新
札』
で
は
、
②
紀
新
大
夫
・
③
舞
草
の
東
西
二
人
が
並
び
称
さ
れ
て
い
る
。
〈
中
頃
の
名
工
〉
さ
て
、『
新
札』
筆
者
の
い
う
｢
中
比｣
の
名
工
は
、
④
後
鳥
羽
院
番
鍛
冶
で
あ
っ
た
。
諸
説
あ
る
が
、
前
掲
『
正
和
銘
尽』
に
よ
る
と
、
御
番
鍛
冶
は
四
十
二
名
程
、
備
前
が
二
十
六
、
備
中
四
、
山
城
七
、
美
作
二
、
大
和
・
伯
耆
・
豊
後
が
各
一
で
あ
る
。
備
前
・
備
中
・
美
作
辺
と
山
城
に
二
大
勢
力
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
後
鳥
羽
上
皇
は
自
ら
作
刀
し
た
た
め
、
相
手
鍛
冶
を
務
め
た
｢
奉
授
工｣
と
し
て
、
粟
田
口
久
国
と
一
文
字
信
房
が
知
ら
れ
る
。『
新
札』
に
久
国
・
信
房
の
人
名
は
見
え
な
い
が
、
山
城
の
粟
田
口
と
備
前
の
一
文
字
を
代
表
す
る
名
工
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
久
国
は
国
家
の
子
、
⑤
粟
田
口
籐
林
(
国
友)
の
弟
で
あ
る
。『
古
刀
大
全』
所
収
｢
粟
田
物
系
図｣
に
よ
れ
ば
、
久
安
五
年
(
一
一
四
九)
生
、
建
保
四
年
(
一
二
一
六)
に
六
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。
信
房
は
古
備
前
派
(
福
岡
一
文
字
派)
の
名
工
、
番
鍛
冶
二
十
四
名
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。『
尺
素』
は
、
御
番
鍛
冶
と
し
て
で
は
な
い
が 
信
房
を
収
め
る
。
上
皇
の
作
は
｢
菊
御
作
(
き
く
の
み
つ
く
り)｣
と
称
さ
れ
、
菊
紋
を
施
し
た
。
続
い
て
、｢
此
外
、
⑤
粟
田
口
藤
林
・
⑥
国
吉
・
⑦
吉
光
以
下｣
と
し
て
挙
が
る
の
は
、
全
て
粟
田
口
派
の
名
工
で
あ
る
。
⑤
粟
田
口
藤
林
は
国
友
。
久
安
三
年
(
一
一
四
七)
の
生
ま
れ
建
保
元
年
(
一
二
一
三)
に
六
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。｢
番
鍛
冶
二
十
四
人
ノ
ウ
チ｣
、｢
国
家
子
、
藤
左
衛
門
尉
老
シ
テ
籐
林
ト
云｣
等
と
あ
る
(『
古
刀
大
全』
所
収
、
山
城
粟
田
物
系
図)
。
同
系
図
は
、
⑥
国
吉
(
元
久
元
年
〈
一
二
〇
四
〉
生
、
文
永
四
年
〈
一
二
六
七
〉
死
、
六
十
四
歳)
は
国
友
の
孫
、
⑦
吉
光
(
寛
喜
元
年
〈
一
二
二
九
〉
生
、
正
応
四
年
〈
一
二
九
一
〉
死
、
六
十
三
歳)
は
国
吉
の
子
と
し
て
い
る
。｢
吉
光｣
の
銘
を
持
つ
短
刀
が
多
く
現
存
し
、
国
宝
・
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
時
代
に
土
佐
の
国
(
吉
光)
に
も
同
名
の
刀
工
が
あ
る
が
別
人
で
あ
る
。
京
都
粟
田
口
に
住
ん
だ
刀
工
と
し
て
は
粟
田
口
国
綱
(
一
一
六
三
？ 
一
二
五
五
頃)
が
有
名
で
あ
る
が
、
彼
は
国
友
の
弟
で
あ
る
。
国
綱
の
本
名
は
林
藤
六
郎
、
左
近
将
監
を
称
し
た
。
御
番
鍛
冶
を
務
め
た
と
さ
れ
、
御
物
｢
鬼
丸｣
(
太
刀
、
銘
国
綱)
の
他
、
重
文
の
太
刀
(
東
京
日
枝
神
社
・
徳
川
美
術
館
ほ
か)
に
銘
を
残
し
て
い
る
。
⑧
三
條
小
鍛
冶
は
宗
近
。『
古
刀
大
全』
所
収
｢
山
城
国
三
条
物
系
図｣
の
祖
と
さ
れ
、
一
条
院
時
代
の
四
剣
の
一
、
天
慶
元
年
に
生
ま
れ
長
和
に
七
十
七
歳
で
死
す
と
あ
る
。
ま
た
、
本
国
は
河
内
で
、
天
元
五
年
(
九
八
二)
に
上
洛
し
、
銘
を
宗
近
と
打
変
え
た
と
す
る
説
を
挙
げ
て
い
る
。
『
新
札』
は
次
に
、
来
派
に
連
な
る
⑨
了
戒
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
彼
は
、
父
祖
か
ら
離
れ
て
出
家
し
綾
小
路
定
利
の
弟
子
と
な
っ
た
の
で
、『
尺
素』
で
は
、
祖
父
の 
国
行
、
父
の 
国
俊
を
補
っ
て
、
来
派
の
流
れ
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
国
宝
指
定
の
作
刀
を
残
し
て
い
る
。
了
戒
は
国
俊
(
国
行
子
、
孫
太
郎)
の
子
。『
古
刀
大
全』
所
収
｢
来
一
類
系
図｣
に
よ
る
と
、
俗
名
は
五
郎
、
十
六
歳
で
出
家
。
十
七
歳
で
綾
小
路
定
利
の
弟
子
と
な
り
、｢
来
光
重
ト
モ
打｣
っ
た
。
康
元
二
年
(
一
二
五
七)
生
れ
、
正
中
四
年
(
一
三
二
七)
に
七
十
二
歳
で
没
し
た
と
す
る
。
後
水
尾
天
皇
よ
り
日
光
東
照
宮
に
寄
進
さ
れ
た
と
伝
え
る
太
刀
(
重
文)
に
｢
了
戒｣
の
銘
が
あ
る
。
了
戒
一
派
は
南
北
朝
末
に
は
九
州
に
く
だ
り
、
豊
後
で
活
躍
し
て
い
る
。
⑪
千
手
院
は
大
和
国
千
手
院
派
、
奈
良
の
若
草
山
麓
の
千
手
谷
付
近
に
あ
っ
た
僧
院
所
属
の
鍛
冶
集
団
。
大
和
五
派
(
千
手
院
・
手
掻
て
が
い
・
当
麻
た
え
ま
・
保
昌
・
尻
懸
し
っ
か
け)
の
な
か
で
最
も
発
祥
が
古
く
、
平
安
後
期
に
行
信
、
重
弘
を
祖
と
す
る
二
系
統
の
系
譜
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。『
新
札』
撰
述
時
に
活
躍
し
て
い
た
の
は
｢
貞
末｣
｢
長
吉｣
ら
で
あ
ろ
う
か
、
貞
末
在
銘
の
現
存
品
(
南
北
朝
期
、
白
鞘
太
刀)
が
飯
田
高
遠
堂
販
売
目
録
に
見
え
る
。
ま
た
、
後
村
上
天
皇
奉
納
の
｢
貞
治
五
年
丙
午
千
手
院
長
吉｣
の
太
刀
が
大
山
祗
神
社
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
⑫
尻
懸
は
同
じ
く
大
和
五
派
の
一
。
奈
良
の
北
郊
外
と
も
天
理
市
岸
田
町
と
も
言
わ
れ
る
尻
懸
の
刀
工
団
で
あ
り
、
則
弘
・
則
成
な
ど
｢
則｣
を
通
り
字
と
す
る
。
則
弘
が
建
治
(
一
二
七
五-
七
八)
ご
ろ
に
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
則
長
が
次
の
よ
う
な
年
紀
の
入
っ
た
銘
を
刻
ん
だ
作
品
を
残
し
て
い
る
の
で
、
初
代
則
永
は
文
永
九
年
(
一
二
七
二)
の
生
れ
で
あ
る
。｢
四
十
八
作
文
保
三
年
己
未
三
月
十
日｣
｢
暦
応
三
六
月
日
六
十
九｣
な
ど
。
⑬
一
文
字
は
鎌
倉
初
期
に
興
っ
た
備
前
国
の
刀
工
の
一
派
で
あ
る
。
吉
井
川
の
東
岸
に
あ
る
福
岡
の
地
に
興
っ
た
。
既
出
の
｢ 
信
房｣
が
こ
こ
に
所
属
す
る
。
鎌
倉
時
代
末
期
ご
ろ
に
は
、
福
岡
の
北
方
の
吉
岡
で
吉
岡
一
文
字
派
が
興
る
。
⑭
仲
次
郎
は
未
勘
。
－ 7－
三保サト子：馬と刀剣の故実
〈
近
代
の
名
工
〉
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
一
群
を
｢
近
代
の｣
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、｢
昔｣
｢
中
頃｣
と
続
け
る
文
脈
上
、
仮
に
｢
近
頃｣
と
位
置
づ
け
て
お
く
。
 
進
(
マ
マ)
藤
五
は
新
藤
五
国
光
で
あ
ろ
う
。『
古
事
類
苑』
所
引
の
｢
諸
国
鍛
冶
寄
(
中
上
寄)｣
に
も
｢
国
光
〈
相
州
住
／
進
藤
五
〉｣
と
す
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
の
相
模
国
の
法
師
鍛
冶
、
相
州
伝
の
実
質
的
創
始
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
永
仁
元
年
(
一
二
九
三)
か
ら
正
中
(
一
三
二
四)
ま
で
の
在
銘
作
刀
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
い
る
と
、
鎌
倉
で
も
刀
剣
製
作
が
始
ま
る
。
幕
府
が
各
地
か
ら
著
名
な
刀
工
を
募
っ
た
の
で
、
備
前
か
ら
、
福
岡
一
文
字
の
助
真
・
備
前
三
郎
国
宗
が
、
京
都
か
ら
粟
田
口
藤
六
左
近
国
綱
・
新
藤
五
国
光
ら
が
赴
い
た
。
こ
れ
よ
り
相
州
伝
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 
五
郎
入
道
は
岡
崎
五
郎
入
道
正
宗
、
相
州
鎌
倉
で
活
躍
し
た
日
本
刀
剣
史
上
も
っ
と
も
高
名
な
刀
工
の
一
人
で
あ
り
、
相
州
伝
の
完
成
者
と
さ
れ
る
。
前
掲
新
藤
五
国
光
の
弟
子
で
あ
る
。
行
光
の
子
と
す
る
説
や
国
光
の
子
と
す
る
説
も
あ
る
。
生
没
年
も
未
詳
で
あ
る
が
、
活
躍
期
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
で
あ
る
。
 
備
前
三
郎
・ 
彦
四
朗
に
つ
い
て
は
未
勘
。
 
文
殊
四
朗
は
大
和
五
派
の
一
つ
手
掻
派
の
刀
工
で
あ
る
。
手
掻
派
は
東
大
寺
の
西
門
に
あ
た
る
転
害
門
の
外
側
に
い
た
刀
工
団
で
あ
り
、
東
大
寺
・
興
福
寺
の
僧
兵
用
に
武
器
を
製
造
す
る
。
弘
安
(
一
二
七
八
―
一
二
八
七)
頃
に
起
り
、
祖
は
包
永
か
ね
な
が
、
文
殊
四
郎
(
包
次)
は
初
代
包
永
の
孫
に
当
た
る
。
般
若
寺
の
文
殊
菩
薩
を
信
仰
し
文
殊
を
称
し
た
の
で
、
彼
の
子
孫
は
文
殊
鍛
冶
と
呼
ば
れ
た
。
包
永
に
は
国
宝
・
重
文
の
太
刀
が
残
る
が
、
包
次
の
作
は
不
明
で
あ
る
。
 
金
剛
兵
衛
は
左
文
字
と
は
別
の
筑
前
鍛
冶
で
あ
る
。
南
北
朝
期
の
作
と
し
て
は
、
正
平
年
紀
の
短
刀
｢
金
剛
兵
衛
尉
源
盛
高｣
一
点
が
知
ら
れ
る
。
『
桂
川
地
蔵
記』
(
応
永
二
十
三
年
〈
一
四
二
八
〉
十
月
十
四
日
条)
に
、
天
国
以
降
、｢
鎌
倉
新
藤
五
、
彦
四
郎
、
五
郎
入
道
・
九
郎
次
郎
・
・
(
注 )｣
と
あ
り
、『
尺
素』
に
重
な
る
部
分
も
多
い
が
、
こ
れ
は
ま
た
別
の
資
料
に
拠
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
〈
異
庭
の
所
収
語
句
〉
『
新
札』
や
『
尺
素』
が
刀
を
作
る
側
の
刀
鍛
冶
に
注
目
し
た
の
に
対
し
て
、『
異
庭』
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
作
ら
れ
た
刀
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
著
名
な
刀
剣
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
、
各
々
の
由
来
が
語
ら
れ
る
。
中
国
の
四
振
、
日
本
の
五
振
で
あ
る
。
①
龍
泉
②
太
阿
③
干
将
④
莫
耶
⑤
草
薙
・
村
雲
⑥
髭
切
⑦
小
烏
⑧
抜
丸
⑨
母
子
丸
『
源
平
盛
衰
記』
の
冒
頭
が
｢
剣
巻｣
で
飾
ら
れ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
武
家
に
と
っ
て
の
刀
は
単
な
る
武
器
で
は
な
か
っ
た
。
(
以
下
、
続
稿)
注
１
拙
稿
｢
新
札
往
来
の
制
作
法｣
(
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
48
号)
２
『
家
中
竹
馬
記』
(
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
下)
３
『
岩
手
県
の
地
名』
(
日
本
歴
史
地
名
大
系
３
、
平
凡
社)
４
｢
馬
具
寸
法
記｣
(
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
下
武
家
部)
５
『
新
定
源
平
盛
衰
記
(
19
・
佐
々
木
取
馬
下
向
事)』
(
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
六
十
三
年)
６
入
間
田
宣
夫
｢
糠
部
の
駿
馬｣
(
網
野
善
彦
編
馬
の
文
化
史
第
三
巻
『
馬
と
日
本
史
２
中
世』
一
九
九
五
年)
７
『
武
家
名
目
抄(
第
八
輿
馬
部
附
録
一)』
(
増
訂
故
実
叢
書
１
８
、
二
四
七
頁
。)
群
書
類
従
所
収
の
｢
馬
具
寸
法
記｣
に
は
こ
の
部
分
が
な
い
。
８
｢
被
下
鎮
西
以
下
諸
国
進
納
之
荒
木
弓
等
賜
之
。
一
五
度
射
之
処
、
毎
度
其
絶
訖
。｣
(
吾
妻
鑑
、
建
暦
二
年
一
月
十
一
日)
９
『
保
元
物
語
上
(
官
軍
方
々
手
分
け
の
事)』
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
10
『
増
訂
古
刀
銘
尽
大
全』
(
菅
原
弘
邦
著
、
富
田
正
二
編
、
立
命
館
出
版
部
、
昭
和
十
九
年)
11
『
桂
川
地
蔵
記』
(
改
訂
史
籍
集
覧
２
６
、
一
九
八
四
年)
本
稿
は
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
(
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
受
理)
－ 8 －
